
３
千
人
が
押
し
寄
せ
る

　
８
月
９
日
、
明
知
鉄
道
明
智
駅
と
日
本

大
正
村
広
場
で
、
Ｓ
Ｌ
（
蒸
気
機
関
車
）

復
元
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　「
Ｃ
１２
発
進
！
あ
け
て
つ
Ｓ
Ｌ
フ
ェ
ス

タ
」
と
銘
打
っ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
市

と
明
知
鉄
道
株
式
会
社
が
主
催
。
平
成
３９

年
の
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
開
業
に
向
け
、

Ｓ
Ｌ
を
再
び
本
格
運
行
さ
せ
よ
う
と
い
う

取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
日
の
目
玉
は
、
Ｓ
Ｌ
「
Ｃ
１２
型

２
４
４
号
」
の
試
験
走
行
。
蒸
気
で
は
な

く
、
エ
ア
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
を
利
用
し
た

圧
縮
空
気
に
よ
る
走
行
で
す
。
明
知
鉄
道

構
内
を
Ｓ
Ｌ
が
走
る
の
は
実
に
４２
年
ぶ

り
。
そ
の
姿
を
一
目
見
よ
う
と
、
た
く
さ

４２年ぶりＳＬ走る

ん
の
人
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

　
午
後
２
時
１０
分
、
関
係
者
や
明
智
小
学

校
の
５
、６
年
生
ら
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
行
わ
れ
た
後
、
試
験
走
行
が
開
始
。

汽
笛
を
鳴
ら
し
、煙
を
吐
き
出
し
な
が
ら
、

車
庫
か
ら
洗
車
場
ま
で
の
直
線
約
１
２
０

㍍
を
お
よ
そ
時
速
７
㌔
で
ゆ
っ
く
り
と
走

行
し
ま
し
た
。

　
Ｓ
Ｌ
が
動
く
姿
を
初
め
て
見
た
と
言

う
、
一
宮
市
の
岩
井
翔
太
郎
君
（
小
学
１

年
生
）
は
、「
Ｓ
Ｌ
が
間
近
で
走
る
の
を

見
て
す
ご
い
と
思
っ
た
。
い
つ
か
中
に

乗
っ
て
み
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
名
古

屋
市
か
ら
訪
れ
た
柴
田
麻
白
ち
ゃ
ん
（
小

学
３
年
生
）、夢
叶
ち
ゃ
ん（
小
学
１
年
生
）

姉
妹
は
「
お
父
さ
ん
が
電
車
好
き
な
の
で

遊
び
に
来
た
。
Ｓ
Ｌ
は
か
っ
こ
い
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
試
験
走
行
は
当
初
２
回
の
予
定
で
し
た

が
、
来
場
者
が
あ
ま
り
に
も
多
い
た
め
急

き
ょ
４
回
に
変
更
。
市
内
だ
け
で
な
く
市

外
や
県
外
か
ら
も
訪
れ
た
鉄
道
フ
ァ
ン
や

写
真
愛
好
家
、
家
族
連
れ
な
ど
が
、
写
真

を
撮
影
し
た
り
熱
い
視
線
を
送
っ
た
り
し

て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
試
験
走
行
の
他
に
フ
ァ
ン

ク
ラ
ブ
の
発
足
式
や
恵
那
市
と
名
古
屋
市

と
の
協
働
発
表
、
イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
や

物
産
展
、
鉄
道
事
業
者
に
よ
る
グ
ッ
ズ
販

売
な
ど
の
催
し
が
あ
り
、
来
場
し
た
約

３
０
０
０
人
に
と
っ
て
は
、
熱
い
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

特集

Ｃ１２発進！

あけてつＳＬフェスタ

明知鉄道明智駅

日本大正村広場

８月９日
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イベントに参加

西尾章彦さんご家族（大井町）

　古い物（ＳＬ）がよみがえり、実
際に走る姿を見て感動しました。ぜ
ひＳＬの運行を実現して、地元の活
性化に貢献することを期待していま
す。

左から章彦さん、航君、蒼君、憂子さん

よみがえった姿に感動

１２型蒸気機関車は、日本国
有鉄道（国鉄）の前身とな

る鉄道省が昭和７（１９３２）年から
昭和２２（１９４７）年まで２８２両
製造した過熱（ワルシャート）式
小型タンク機関車です。
　昭和４（１９２９）年に端を発し
た経済不況は次第に深刻化し、鉄
道建設にも影響を及ぼしました。
建設費の削減から新しく建設され
る線路は規格の低い簡易線（車両
軸重制限が１２㌧以下）が多くなっ
たため、軸重の小さな機関車の需
要に呼応してＣ１２型が製造され
ました。Ｃ１２型は、それまで製
造されていた大型タンク機関車の
Ｃ１０やＣ１１型が入線できない線
路で運転ができるように軽量・小
型化されています。Ｃ１１型を一
回り小型化した大きさで、軸配置
が１Ｃ１（補助輪１＋動輪３＋補
助輪１）となり、近代型タンク機
としては非常に良いまとまり型と
なっています。火室は深く設計さ
れ焚火しやすく、３８号機以降は
蒸発量を増やす改良が行われまし
た。
　当時としては画期的な製造技術
であった溶接構造を採用し、また
運転速度が低いことから除煙板
（デフレクター）を省略すること
で、軸重の軽減と製造コストの圧
縮に成功しました。さらに保守コ
ストの低減が徹底され、強力な機
関車に仕上げられました。
　配置先は北海道から九州まで全
国に及び、小型ながら客・貨両用
で活躍しました。

知線では、開通当時全ての
列車がＣ１２型牽

けん

引の混合列

車（旅客・貨物の同時輸送）でし
たが、戦後の貨物需要の増加と
ディーゼル動車の開発によって昭
和３２（１９５７）年３月から旅客は
ディーゼル動車、貨物はＣ１２型
牽引となりました（これを客貨分
離と言います）。
　その後、明知線でのＣ１２型牽
引による貨物列車は１日最大２往
復運転されていましたが、昭和
４８（１９７３）年１０月１１日明知発
１５時５７分恵那行きをもって姿を
消し、ＤＤ１６型ディーゼル機関車
牽引に置き換わりました（これを
無煙化と言います）。

C１２２４４
　Ｃ１２型蒸気機関車の２４４番目
に製造された車号です。車でいう
とナンバープレートの登録番号と
同じ意味です。
　最初の「Ｃ」は、動輪（ピスト
ンと連結された車輪）の数が三つ
あることを示しています。アル
ファベットの順番で、Ａが動輪一
つ（実際Aはありません）、Bが
動輪二つ、そしてCが動輪三つ、
Dが動輪四つあることが分かり
ます。
　そして、次の数字「１」はタン
ク式であることを示しています。
タンク式は機関車１両に水と石炭
を積んで走るもので、短距離輸送
を目的に製造されています。この
数字が「５」または「６」であれ
ば、機関車の後ろに炭水車と呼ば
れる燃料などを積み込む専用の車
を連結した「テンダー式」となり
ます。Ｄ５１型は、テンダー式の一
つで長距離輸送を目的に製造され

ています。

智駅のＣ１２２４４号機は、昭
和１５（1940）年７月３０日

に山口県にある日立製作所笠戸工
場で製造されました（ことしで
７５年を迎えました）。製造後の配
置先と異動日は以下のとおりで
す。
　昭和１５年８月８日～
　　白山機関区配属（新潟県）
　昭和２９年９月１４日～
　　新潟機関区配属（新潟県）
　昭和３７年３月２８日～
　　直江津機関区配属（新潟県）
　昭和４４年９月２６日～
　　中津川機関区所属（岐阜県）
　昭和４５年４月２０日～
　　稲沢第一機関区所属（愛知県）
　昭和４５年１０月２９日～
　　西舞鶴機関区所属（京都府）
　昭和４７年４月１３日～
　　厚狭機関区所属（山口県）
　昭和４８年３月２３日～
　　中津川機関区所属（岐阜県）
　主に越後線（柏崎・新潟間）、
信越線（篠ノ井・新潟間）、舞鶴
線（綾部・東舞鶴間）、山陽線（厚
狭・宇部間）、明知線（恵那・明
智間）で活躍し、総運転距離は
1,128,579.2㌔㍍にもなります。
日本の各所で活躍した後、再び中
津川機関区に配属されましたが、
昭和４８年１１月２７日をもって廃
車となり、同年１１月３０日に明智
小学校で静態保存されていまし
た。

明
智
鉄
友
会

会
長　

小
川
千
晴
さ
ん

（
明
智
町
）

特集 ４２年ぶりＳＬ走る

C12型蒸気機関車の紹介

明

Ｃ

明

資料提供：明知鉄道株式会社

　
Ｃ
１２
２
４
４
号
機
の
機
関
車
が
、
大
勢

の
フ
ァ
ン
の
見
守
ら
れ
る
中
で
復
元
試
験

走
行
が
実
施
さ
れ
、
私
も
当
日
、
警
備
ス

タ
ッ
フ
の
一
員
と
し
て
明
智
駅
構
内
で
Ｓ

Ｌ
の
勇
姿
を
目
に
焼
き
付
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
私
は
線
路
側
か
ら
明
智
駅
構
内
ホ
ー
ム

側
を
見
て
第
一
に
感
じ
た
こ
と
は
、
明
智

駅
開
業
以
来
の
人
の
波
が
で
き
た
こ
と
、

本
当
に
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
Ｓ

Ｌ
が
汽
笛
を
鳴
ら
し
、
蒸
気
を
吐
い
て
出

発
し
始
め
た
時
、
あ
の
歓
声
が
今
で
も
耳

に
焼
き
付
い
て
離
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
ほ
ど

ま
で
に
Ｓ
Ｌ
に
対
す
る
皆
様
の
思
い
が
本

当
に
よ
く
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
当
日
、

明
智
駅
構
内
へ
入
場
券
を
買
い
求
め
て
来

ら
れ
た
お
客
様
に
感
謝
し
、
Ｓ
Ｌ
に
携
わ

る
私
ど
も
鉄
友
会
と
し
て
今
後
と
も
機
関

車
を
愛
し
、
保
存
す
る
よ
う
努
力
し
て
い

く
つ
も
り
で
い
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
前
、
３
回
に
分
け
て
機
関

車
の
撮
影
会
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
さ
ん
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く
の
方
が
参
加
さ

れ
、
大
変
な
盛
り
上
が
り
で
し
た
。
参
加

者
の
中
に
は
専
門
的
な
質
問
を
さ
れ
て
係

員
か
ら
説
明
を
聞
か
れ
る
場
面
も
数
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
よ
う

な
イ
ベ
ン
ト
を
多
く
持
っ
て
い
た
だ
き
、

Ｓ
Ｌ
の
復
活
に
向
け
前
進
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

明
智
鉄
友
会

昭
和
２６
年
、
明
智
町
の
国

鉄
退
職
者
親
睦
会
と
し
て

発
足
。
昭
和
４８
年
に
廃
車

さ
れ
た
Ｓ
Ｌ
が
、
明
智
小

学
校
で
静
態
保
存
さ
れ
る

と
、
春
の
入
学
式
前
と
秋

の
運
動
会
前
、
定
期
的
に

Ｓ
Ｌ
の
清
掃
美
化
を
行
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
ス

タ
ー
ト
。
再
び
明
智
駅
に

移
送
後
は
、
復
元
に
向
け

て
の
本
格
整
備
な
ど
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
継
続

し
て
い
る
。
現
在
の
会
員

は
２６
人
。

鉄道ファンをはじめ

大勢の人でにぎわう
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蒸気機関車の復活に向けて　３者の取り組み

岐阜県

岐阜県リニア中央新幹
線活用戦略研究会

・明知鉄道での蒸気機関車

の走行を図る

恵那市

リニアまちづくり構想
市民委員会

・ＳＬ復活の検討

明知鉄道と住民団体

リニアまちづくり明知鉄
道沿線住民委員会

・明知鉄道沿線の地域づくり

・ＳＬ運行復活に向けた調査、　

　環境の整備

蒸
気
機
関
車
Ｃ
１２  

試
験
走
行
ま
で
の
軌
跡

特集 ４２年ぶりＳＬ走る

復元方針の検討

協力体制の確立

　・地域住民への周知、意識醸成

　・他団体への働き掛け

広域の連携体制の検討

ＳＬ復元に向けた地域イベントの実施

旅行会社なども交え、効果的な観光受け入れや受け入れ体制の検討

車両の修繕・整備と付帯設備の修繕・整備の検討

コンプレッサーによる簡易復元

ＳＬ保管庫・保管線路の整備

ＳＬ譲渡

アスベストの撤去

保管庫の
土地購入

ＳＬの移設

市
民
と
の
協
働

（
元
気
発
信
事
業
を
活
用
）

留置線の補強

リニアを生かした観光振興と地域づくりを図る

ＳＬ導入調査

H25

H26

H27

 

Ｓ
Ｌ
の
全
線
開
通

 

実
現
し
た
い

─
リ
ニ
ア
ま
ち
づ
く
り
明
知
鉄
道
沿
線

住
民
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て

　
リ
ニ
ア
の
開
通
を
踏
ま
え
て
、
明
知

鉄
道
沿
線
を
活
性
化
し
た
い
と
４
年
前

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
リ
ニ
ア
で
来
た

観
光
客
を
明
知
鉄
道
へ
引
き
込
ん
で
、

地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
市
の
元
気
発
信
事
業

の
交
付
金
を
受
け
、
Ｓ
Ｌ
復
活
運
動
と

し
て
い
ろ
い
ろ
な
整
備
を
少
し
ず
つ

や
っ
て
い
ま
す
。
当
然
、
沿
線
の
活
性

化
も
あ
り
ま
す
の
で
、
各
駅
舎
の
環
境

美
化
整
備
、
明
知
鉄
道
祭
り
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
機
運
を
盛
り
上
げ

て
い
ま
す
。他
に
は
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
、

か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
を
開
催
し
、

少
し
で
も
注
目
し
て
も
ら
お
う
と
し
て

い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
山
岡
駅
周
辺
と
構
内
の

整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
サ
ク
ラ
の

木
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
サ
ク

ラ
の
手
入
れ
を
し
た
り
、
ユ
リ
を
植
え

た
り
し
て
、
花
の
駅
に
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　
Ｓ
Ｌ
だ
け
に
特
化
し
て
も
い
け
ま
せ

ん
の
で
、
各
町
各
駅
も
イ
ベ
ン
ト
に
協

賛
し
な
が
ら
、
一
緒
に
沿
線
を
盛
り
上

げ
ま
す
。

　
名
称
に
「
住
民
」
と
あ
る
よ
う
に
住

民
の
活
性
化
委
員
会
で
す
か
ら
、
各
地

区
か
ら
役
員
が
集
ま
り
、
沿
線
全
て
の

駅
で
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
。
集
客
の
目
玉
は
Ｓ
Ｌ
で

す
が
、
何
分
に
も
多
く
の
費
用
が
掛
か

る
こ
と
で
す
か
ら
、
皆
さ
ん
の
機
運
を

盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ

な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

─
Ｓ
Ｌ
復
元
へ
の
思
い

　
Ｓ
Ｌ
の
復
活
運
行
を
ぜ
ひ
と
も
実
現

し
た
い
な
と
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
を
設
立
し
、
広
く
内
外

か
ら
募
金
を
呼
び
掛
け
ま
す
。
こ
れ
で

全
て
が
賄
え
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、

何
と
か
Ｓ
Ｌ
を
復
活
さ
せ
て
、
観
光
の

目
玉
に
し
た
い
と
力
を
入
れ
て
や
っ
て

い
ま
す
。
目
標
と
し
て
は
リ
ニ
ア
が
開

通
す
る
ま
で
に
明
知
鉄
道
全
線
を
運
行

し
た
い
。い
ろ
い
ろ
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、

課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
リ
ニ
ア
が
走
る

ま
で
あ
と
１２
年
の
う
ち
に
は
、
明
知
鉄

道
全
線
を
運
行
し
た
い
と
い
う
思
い
で

す
。

藤井鉦三さん

（岩村町山上）

リニアまちづり明知鉄道
沿線住民委員会委員長

①

②

③
④

⑤

⑥

⑦

⑧

①昭和４７年ごろ明知線を走
るＳＬ

②③昭和４８年からは明智小
学校で静態保存

④⑤⑥市の元気発信事業を活
用して明智駅に移設＝平成２５
年１２月
⑦⑧試験走行に向け明智鉄友
会らによる整備

あけてつＳＬファンクラブ代表

車庫の解体

H25  ＳＬ移設など

H26  ゆるキャラ

　　　　　　など

H27  ＳＬ専用ピッ

　　 ト整備
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８
月
９
日
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
名
古
屋
市

の
河
村
た
か
し
市
長
も
出
席
。「
Ｓ
Ｌ
復

元
に
向
け
て
」
と
題
す
る
協
定
書
に
可
知

市
長
と
河
村
市
長
が
署
名
し
ま
し
た
。

　
協
定
書
は
「
そ
れ
ぞ
れ
鉄
道
と
Ｓ
Ｌ
を

持
ち
、
中
央
線
と
い
う
鉄
道
で
結
ば
れ
た

名
古
屋
市
と
恵
那
市
は
、
日
本
の
産
業
を

支
え
た
Ｓ
Ｌ
の
復
元
と
走
行
を
目
標
と
し

て
掲
げ
、
広
く
日
本
各
地
か
ら
の
応
援
を

募
り
、
情
報
を
交
換
し
、
お
互
い
に
で
き

る
限
り
の
協
力
を
す
る
こ
と
を
宣
言
し
ま

す
」
と
い
う
内
容
で
、
Ｓ
Ｌ
の
復
元
に
向

け
て
名
古
屋
市
と
協
力
し
合
う
こ
と
を
誓

い
ま
し
た
。

○
明
知
鉄
道
の
利
用
者
数
の
推
移

　
昭
和
６１
年
度
に
は
年
間
約
９０
万
人
の
利

用
者
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
減
少
傾

向
が
続
き
、
平
成
１８
年
度
に
は
約
４１
万
人

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
１８
年
度

を
境
に
や
や
回
復
し
、
平
成
２５
年
度
は
約▲協定書に署名し、握手を交わす両市長

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

あ
け
て
つ
Ｓ
Ｌ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
を
設
立

　「
あ
け
て
つ
Ｓ
Ｌ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
は
、

明
知
鉄
道
を
愛
し
、
蒸
気
機
関
車
の
復
元

と
運
行
を
目
指
す
こ
と
に
応
援
し
て
く
れ

る
人
が
集
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通

じ
て
明
知
鉄
道
と
地
域
が
活
性
化
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

□
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
入
会
の
手
続
き

　
あ
け
て
つ
Ｓ
Ｌ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
に
は
、

一
般
会
員
と
特
別
会
員
が
あ
り
ま
す
。

▽
一
般
会
員
＝
年
会
費
５
０
０
０
円

　
郵
便
局
に
備
え
付
け
の
青
色
の
「
振
込

取
扱
票
」
に
必
要
を
事
項
を
記
入
し
て
申

し
込
み
い
た
だ
き
ま
す
。振
込
手
数
料
は
、

依
頼
人
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

▽
特
別
会
員
＝
ふ
る
さ
と
え
な
応
援
寄
付

金
制
度
の
「
明
知
鉄
道
・
Ｓ
Ｌ
」
に
２
万

円
以
上
の
寄
付
金
を
納
付
し
た
方
の
う

ち
、
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
へ
の
入
会
を
希
望
す

る
方
で
す
。

□
Ｓ
Ｌ
復
元
と
運
行
へ
の
取
り
組
み
支
援

　
年
会
費
の
一
部
を
、
ふ
る
さ
と
え
な
応

援
寄
付
金
制
度
を
通
じ
て
「
明
知
鉄
道
・

Ｓ
Ｌ
」
を
応
援
す
る
寄
付
金
に
利
用
し
ま

す
。

　平成２６年度、恵那市が行ったＳＬ復元に関する
調査によれば、以下の費用が想定されることが分か

りました。

▶イニシャルコスト＝５億６,８００万円（車両関係・

保線関係・人材育成・付帯設備費用を含む）▶ラン

ニングコスト＝９,０００万円／年平均　（維持管理費・

人件費・全般検査費用など）

　これらの費用を現在の明知鉄道だけで捻出するこ

とは、限りなく不可能といえます。ＳＬの復元とい

う大規模な事業は、明知鉄道の経営を改善するわけ

ではなく、逆に経営を圧迫する恐れがあるからです。

　またＳＬの復元には、単に観光面だけにとどまら

ず、日本の誇るべき技術の保存や伝承という目的が

あります。ＳＬを取り巻く環境や仕組みそのものも

大切に保存し、日本が後世に伝えるべき遺産である

と言えます。

　こうした状況からＳＬの復元作業とは、広く多く

の方々の支援と応援がなくては成し遂げることは困

難な大事業であると言えます。これを具体的に進め

るに当たり、私たちは、まず募金活動から始めるこ

ととしました。

　まずは、明知鉄道とＳＬのファンクラブという形

で、会員を募り、会費をお願いし、その一部を募金

として寄付することで、一歩ずつＳＬ復元への道を

進んで行きたいと思います。皆様のご支援とご協力

を心よりお待ちしています。

ファンクラブ代表　藤井鉦三

あけてつＳＬファンクラブのウェブサイトから

□
会
員
証
の
発
行

　
入
会
登
録
が
完
了
し
ま
し
た
ら
、
会
員

証
を
発
行
し
ま
す
。

□
会
員
限
定
の
サ
ー
ビ
ス

　
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
Ｓ
Ｌ
乗
車
体
験

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
優
先
し
て
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ

　
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
に
関
す
る
詳
細

は
、
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（h
ttp
://slfan

.en
a-gifu

.com
/

）

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
明
知
鉄
道
㈱
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
明
知
鉄
道
㈱
志
５
４
︱
４
１
０
１

名
古
屋
市
と
協
働
を
宣
言

Ｓ
Ｌ
復
元
に
向
け

お
互
い
に
協
力
を
誓
う

Ｓ
Ｌ
の
復
元
は
課
題
多
く
厳
し
い
が
、
不
可
能
で
は
な
い

４５
万
人
で
し
た
。

　
利
用
者
の
う
ち
、
通
学
定
期
が
一
貫
し

て
６
割
を
占
め
て
お
り
、
今
後
の
さ
ら
な

る
少
子
化
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

○
生
活
路
線
以
外
の
付
加
価
値
の
必
要
性

　
こ
れ
ま
で
明
知
鉄
道
は
「
生
活
路
線
」

と
し
て
、
高
校
生
を
は
じ
め
と
す
る
地
域

住
民
の
足
を
支
え
る
こ
と
に
努
め
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
全
国
的
な
少
子

化
の
進
展
に
伴
い
、
最
も
重
要
な
利
用
者

で
あ
る
高
校
生
が
減
少
し
て
い
く
た
め
、

長
期
的
な
視
点
で
の
経
営
悪
化
は
不
可
避

と
言
え
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
危
機
的
状
況
の
中
で
、
地

域
路
線
と
し
て
存
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、

高
校
生
の
「
通
学
」
だ
け
で
な
く
、「
観
光
」

の
視
点
で
地
域
内
外
か
ら
新
た
な
利
用
者

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
中

に
Ｓ
Ｌ
の
活
用
が
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の

で
す
。

○
Ｓ
Ｌ
本
線
運
行
（
恵
那
━
明
智
）
に
係

る
費
用
の
算
出

　
既
に
Ｓ
Ｌ
運
行
を
実
施
し
て
お
り
、
鉄

道
事
業
者
と
し
て
の
特
徴
が
似
て
い
る
真

岡
鐵
道
（
栃
木
県
）
の
デ
ー
タ
を
参
考
に
、

明
知
鉄
道
で
本
線
運
行
を
し
た
場
合
の
費

用
を
算
出
し
ま
し
た
。

○
Ｓ
Ｌ
の
運
行
に
伴
う
誘
客
効
果
、
経
済

効
果

　
今
回
の
調
査
で
は
、
一
般
的
な
イ
ベ
ン

ト
に
よ
る
消
費
支
出
を
把
握
す
る
た
め
に

観
光
庁
が
作
成
し
た
「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
に

よ
る
地
域
経
済
波
及
効
果
測
定
モ
デ
ル
」

を
利
用
し
ま
し
た
。そ
の
上
で
、各
種
デ
ー

タ
を
岐
阜
県
の
「
経
済
波
及
効
果
分
析
シ

ス
テ
ム
」
に
入
力
す
る
こ
と
で
、
県
内
へ

の
経
済
波
及
効
果
を
算
出
し
ま
し
た
。

【
ベ
ー
ス
と
な
る
シ
ナ
リ
オ
】

　
Ｓ
Ｌ
運
行
日
年
間
１
０
０
日
、
１
日
当

た
り
日
帰
り
客
３
０
０
人
、
宿
泊
客
１７
人

と
仮
定
し
た
上
で
、
Ｓ
Ｌ
利
用
者
の
み
が

当
地
域
に
来
て
お
金
を
使
う
場
合
を
想
定

し
て
経
済
波
及
効
果
を
算
出
し
た
と
こ
ろ

約
５
億
円
と
い
う
数
値
が
算
出
さ
れ
ま
し

た
。

経
済
波
及
効
果
＝
年
５
億
７
０
０
万
円

【
シ
ナ
リ
オ
①
】　
Ｓ
Ｌ
利
用
者
以
外
に
も

多
く
の
誘
客
が
で
き
た
場
合

経
済
波
及
効
果
＝
年
７
億
９
８
０
０
万
円

【
シ
ナ
リ
オ
②
】　
シ
ナ
リ
オ
①
か
ら
さ
ら

に
地
域
の
努
力
で
高
付
加
価
値
な
商
品
、

サ
ー
ビ
ス
を
販
売
で
き
た
場
合

経
済
波
及
効
果
＝
年
９
億
３
６
０
０
万
円

　
蒸
気
機
関
車
の
本
線
運
行
を
行
う
た
め

に
は
億
単
位
の
コ
ス
ト
が
掛
か
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
鉄
道
の
技
術
基
準

の
厳
格
化
や
整
備
士
の
人
材
育
成
な
ど
、

懸
念
事
項
も
多
数
存
在
し
、
復
元
の
障
壁

は
高
く
、
直
ち
に
復
元
・
本
線
運
行
へ
進

め
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
も
分
か
り
ま
し

た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
調
査
を
通
じ
て
Ｓ

Ｌ
本
線
運
行
は
不
可
能
で
な
い
こ
と
も
分

か
り
ま
し
た
。
今
後
、
Ｓ
Ｌ
本
線
運
行
を

「
地
域
の
大
き
な
夢
」
と
位
置
付
け
て
い

く
場
合
に
は
、
夢
に
向
か
う
姿
を
地
域
の

内
外
に
発
信
し
、
多
く
の
方
の
応
援
を
集

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
昨
年
度
、
市
は
「
蒸
気
機
関
車
の
復
元
に
向
け
た
研
究
会
」
を
設
置
し
、
蒸
気
機
関
車
に
よ
る
観
光
再
生
可
能
性

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

コストの見込み※

▶イニシャルコスト（初期費用）
車両関係 約２億４,６００万円
保線関係 約５,９００万円
人材育成 約２,２００万円
付帯設備 約２億４,１００万円
計 約５億６,８００万円
▶ランニングコスト（定期的にかかる費用）
維持管理費 約１,６００万円
Ｃ１２全般検査など 約２,４００万円
客車・ディーゼル機関車全般検査など 約１,１００万円
人件費 約３,９００万円
計 約９,０００万円

特集 ４２年ぶりＳＬ走る

□問い合わせ　明知鉄道株式会社志５４-４１０１
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※イニシャルコスト＝個体差による変動、材料部品の高騰などにより、上ブレの可能性がある
　ランニングコスト＝全般検査などは複数年に一度であるが、毎年にならして計上。個体差による変動の可能性がある
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